
動労千葉訪韓団として韓国を訪問してきました。今年の

訪韓闘争は、初日から日韓学生交流会で始まり―民衆総決

起大会―各闘争現場の訪問―理念交流会と本当に充実した

ものになりました。

日韓学生交流会は、かつて学生運動を闘った民主労総の

同志の尽力で実現しました。交流会で分かったことは、韓

国でも日本と同じように｢就職率の悪い学科は潰す｣といっ

た大学への新自由主義攻撃が行われ、学生が｢学費･就活･奨

学金｣で縛られ、政治的に声を上げることを奪われているこ

とです。同じ新自由主義大学下で闘う日韓の学生が課題を

いかに突破するか討論できたことは、とても有意義でした。

14日の民衆総決起大会は、本当に歴史的な闘いになりま

した。集会場であるソウル市庁前広場は、完全に民主労総

が制圧し、市庁舎周辺の６車線道路をデモ隊列が座り込ん

で占拠しました。集会は、ハン･サンギュン委員長の｢今日

はソウルの街を労働者の街にしよう！｣という言葉で締めく

くられ、参加者は光化門へ勇躍デモに出発しました。

デモ隊が文字通りソウルの街を走り抜け、次々と機動隊

の放水車を撃破して光化門に進撃していきました。デモで

走り抜ける途中、飲食店のテレビにデモの先頭で放水車と

闘う民主労総の姿が映っていることや撃破された機動隊車

両を通り過ぎる中で、自分が歴史的闘争にいることを実感

しました。もう少しで光化門という所で大激突が起き、デ

モの後方から先頭の様子を心配している時に、これ以上は

どうなるか分からないということで訪韓団は離脱すること

になりました。

最後まで闘争に参加できず残念な気持ちで帰っていまし

たが、帰りながら、闘争の最前線から相当離れた場所でも

６車線道路に車が一台も走っておらず、歩行者天国になっ

ていることに気づきました。完全にソウルは｢労働者の街｣

になっていました。ホテルに帰ってニュースを見ると、民

主労総が先ほどの激突に勝利してさらに前進しているのが

分かり、学生訪韓団全員で喜びました。

15日の各闘争現場訪問は、民主労総の力をさらに実感す

るものでした。訪問したコルト楽器の労働組合や大手スー

パーの労働組合は、民衆総決起という巨大な闘争に参加し

た上でしっかりと翌日から闘争を続けていました。やはり、

民主労総の一つひとつの闘争現場を大切にする姿勢に民衆

総決起を実現した力があると実感しました。

16日の理念交流会では、パククネ政権の国定教科書問題

が大焦点化する中、全教組のソウル本部長イ･ソンデさんが

講演してくれました。

訪韓闘争に参加し、韓国労働者階級の闘う姿を見て、現

場から資本と絶対反対で闘う団結をつくることができれば

国家権力と真正面から闘って勝利できると確信しました。

民衆総決起に参加する民主労総組合員は、非常に冷静でし

た。団結して、一糸乱れぬ隊列で進撃する民主労総にパク

クネは相当追いつめられたと思います。

私も沖大キャンパスでの闘いをもっともっと精力的に闘

い、沖大生との信頼関係をつくって、強固な学生の団結を

つくっていきます。戦争･辺野古新基地建設を止める沖大ス

トライキ、沖縄全島ゼネストに向け、民主労総のソン･ホジュ

ン事務処長が日本での理念交流会で語った｢(巨大な階級闘

争をつくるためには)英雄的で革命的な活動家たちが一所懸

命に見えないところで献身的に闘いを準備する。その過程

こそが大事だ｣という言葉を胸に頑張っていきます！

労働者階級の誇り高さとその本当の力の大きさを実感し

た訪韓闘争でした！ 14日の民衆総蜂起は、心の底から労働

者が立ち上がれば、文字通りできないことはないのだとい

うことが圧倒的規模で示されていました。｢この日はソウル

を労働者の街にする｣。指名手配を受けながらも登場したハ

ン･サンギュン委員長のこの言葉通り、ソウル市庁前広場を
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中心として周囲一帯が10万人を超える集会参加者で埋め尽

くされました。大音量スピーカーで訴えが街中に響き渡り、

６車線道路が夜遅くまで数㌔にわたって解放区になりまし

た。その先頭では警官隊と殺人的放水が襲い掛かる中、光

化門への道をふさぐ機動隊車を引き倒して進んでいくデモ

隊。｢戦場のような現実｣を生み出すパククネ政権への怒り

と同時に、自分たち労働者階級自身に力があるのだという

誇り高さがあるからこそ、命がけの決起がこれほどまでの

規模で打ち抜かれたのだろうと思います。

16日の理念交流会で、全教組のイ･ソンデ支部長は｢非合

法下でも闘ってきた全教組にパククネは指一本触れること

はできない｣｢規模や勢力の問題ではなく、成していること

が正義かどうか。大衆は必ず正義に応えてくれる｣と言いま

した。この組合の団結、階級に対する信頼が核心だと感じ

ました。韓国学生と交流できたことも決定的です。韓国で

は大学の登録金(授業料)値上げ反対闘争が１万人を超える

学生によって取り組まれ、警官隊との激突も辞さずにやり

抜いて、安い学費を一定かちとったそうです。大学や法律

で認められなくとも、韓国の学生会(自治会)には全学生か

ら会費を集める力もある。その一方で、学生の就職率低下･

非正規雇用増加の新自由主義社会の下で政治を奪われていっ

ている現実は日本とまったく同じでした。未来を担う存在

は私たち学生以外にいないのだということ。このことに確

信をもち、この確信をどれだけ広く共有できるか。国境を

超えて課題は一つだということを実感しました。この課題

を突破するべくキャンパスで闘います！ トゥジェン！

訪韓して民主労総のデモと集会に参加し、｢常識などとい

うものは存在しない｣ということを改めて感じました。

11月14日の民衆総蜂起では、朝からソウルの街中がデモ

に参加する人で賑わい、道路ですれ違う人々は皆自分の組

合のカラフルなジャケットや帽子に身を包んでいました。

ソウルの街全体が一斉にストライキに立っているようなそ

んな光景を前に私は目を丸くして驚き、日本ではありえな

い異様な状況に血が騒ぎました。

政府の政策に反対する人々が自然に受け入れられている

だけではなく、明らかな主流派として堂々とソウルの街に

登場し、様々な主張を繰り広げていました。

デモと集会が始まると、さらに人は増え、次第に周囲の

道路をすべて埋め尽くす様ようになりました。最後に指名

手配中のハン･サンギュン委員長が堂々と檀上に現れてマイ

クでアジテーションを行ない、デモ隊の先頭に立って力強

く民衆を扇動した時には、こんなことが可能な国が存在し

ていたかと心から驚き、常識というものの曖昧さを痛感し

ました。韓国の警察権力はハン･サンギュン委員長を指名手

配しているにも関わらず、民衆の怒りを抑えられないため

に逮捕には踏み切れないでいたのです。

その後、道路を警察車両で封鎖する警察権力とデモ隊の

衝突が街中のいたるところで起き、集会場所に集まる人々

を遮るために設置された警察車両は蜂起した民衆の手で強

制的に移動され、広い道路は集まる民衆に占拠され続けま

した。そこには、現在の日本では考えられない、国家権力

以外の｢権力｣が堂々と存在していました。

続いて16日には、民主労総ソウル本部との理念交流会が

開催されました。日韓の間に存在する目を背けたくなるよ

うな歴史を改めて確認し、これらを認めた上でどうやって

日韓の労働者が国際連帯を広げていくのかについて討論が

なされました。現在韓国では国定教科書問題が話題になっ

ており、韓国の教育労働者が闘うために日本の教育労働者

との連帯を強く求めていることを知りました。これこそが

具体的な国境をこえた労働者の国際連帯なのだと、実感し

ました。
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三里塚･市東孝雄さんの農地取り上げに反対するシ

ンポジウムが大成功！(11月21日､東京･全水道会館)


